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岩　　間　　剛　　城＊
Abstract
　　This paper consider the Naobi-Ko, which was organized in 1842 in the village of Kami-shiojiri, Chisagata 
district, Shinano, Japan.　Naobi-Ko was the permanent saving-type mutual financing association, which was dif-
fered from the regular type of the Tanomoshi-Ko.　At first, the Naobi-Ko’s main fund management was the 
‘Azukari’, which was in fact the loan to the member of the Naobi-Ko.　After 1867, the Naobi-Ko’s main fund 
management was the loan to the person outside the Kami-shiojiri village, except the member of the Naobi-Ko.　
It seems that the progress of the market economization by the expansion of the silkworm egg trade business was 
the reason that the loan increased.　Naobi-Ko was merged by Eizoku-sha in 1874, and Eizoku-sha was reorga-
nized into the Shiojiri bank in 1880.
　 は じ め に
　本稿は，日本国内有数の蚕種生産地帯であっ
た，信濃国小県郡上塩尻村における農村金融組
織のうち，同村で組織された永続講に属する講
の 1つであった，直毘講を取り上げて考察を試
みるものである。
　蚕種生産・販売が盛んであり，国内有数の産
地となっていった上塩尻村1）においては，18世
紀から農村金融組織である金融講2）が形成され
＊　近畿大学経済学部准教授
 1）　天保期における上塩尻村の蚕種取引を扱っ
た研究の一例として，長谷部弘「上田藩領上塩
尻村蚕種商人の取引活動─ 1833（天保 4）年
の分析を中心に」『研究年報経済学』65巻 4号，
2004年が挙げられる。
 2）　近世日本の金融講についての古典的な業績
である森嘉兵衛『無尽金融史論』法政大学出版
局，1982年では，近世期の農村において無尽
の普及は著しく，生産金融の用途へも拡大した
ことが指摘されている。森の著作では直接取り
上げられていないが，本稿で対象とする信濃国
小県郡上塩尻村（現長野県上田市上塩尻）にお
ていた。本稿で検討対象とする永続講が設立さ
れた以前に，通常の金融講が存在していた状況
については，上塩尻村における有力な蚕種商人
であった佐藤嘉三郎家文書を用いた上で，先行
研究において既に指摘がなされている3）。上塩
尻村における金融組織の実態については，同村
で蚕種取引を行っていた各家に残された文書も
用いた上で，地域における市場経済化を考察す
る観点からの，さらなる検討が必要とされてい
る4）。
いても，佐藤家文書や馬場四家文書などより，
近世期に頼母子・無尽・講の名称で多数の金融
組織が形成されていたことを確認できる。
 3）　先駆的な研究として，大口勇次郎「商品生
産の発展と農村構造の変質」『日本経済史体系
4　近世下』東京大学出版会，1965年（後に大
口勇次郎『幕末農村構造の展開』名著刊行会，
2004年に収録）が挙げられる。
 4）　商品流通との関連で，近世後期の金融市場
における頼母子講の状況について考察を試み
た先行研究の一例としては，加藤慶一郎「頼母
子講の展開状況─江州日野・中井源左衛門家を
中心に─」「頼母子講と商品流通─安芸国豊田
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上塩尻村で組織されていた通常の金融講は，
講の構成員である講中全員に，各会合で集めら
れた講金が行き渡った時点で満会となり終了す
る，満期解散型の講であった5）。しかし，通常
の満期解散型の金融講とは異なった，長期継続
的な積立組織である永続講6）が，天保年間に上
塩尻村において形成される事となった。そして
天保年間以後，永続講に属する講として，複数
の講が組織されていった（表 1）。1855（安政 2）
年以後，永続講に属する講が新たに数多く結成
されているが，本稿は，永続講に属する全ての
講について，その特徴を明らかにするには至ら
ない。しかしながら本稿では，長期継続的な積
立組織であった永続講に属した講のうち，永続
郡御手洗町を中心─」『近世後期経済発展の構
造』清文堂，2001年　がある。また，近世後
期の金融市場を念頭に置きつつ，信濃国水内郡
南俣村内だけでは金融需要を満たせず，他村在
住者・藩・藩士からも貸付を受けていた状況に
注目した，信濃国松代藩地域の研究事例とし
て，福澤徹三「近世後期の金融市場の中の村」
福澤徹三・渡辺尚志編『藩地域の農政と学問・
金融』岩田書院，2014年　がある。
 5）　上塩尻村においては，18世紀半ばには金融
講が組織されていたことが，例えば佐藤治郎兵
衛家文書「寛延三年以降無尽掛次帳」や馬場四
家文書「年々無尽掛覚帳」などからも，うかが
う事ができる
 6）　上塩尻村永続講に関する検討を行い，蚕糸
業との関連に言及した先駆的な研究としては，
飯島千秋「幕末期における蚕種業の展開と農村
金融（1）・（2） ─上田藩上塩尻村の場合─」『信
濃』第 29巻，第 6・7号，1977年が挙げられる。
なお不十分ながら，拙稿「備荒貯蓄と地方金融
組織の形成」長谷部弘・高橋基泰・山内太編『飢
饉・市場経済・村落社会 : 天保の凶作からみ
た上塩尻村』刀水書房，2010年，99～115頁。
及び拙稿「信州上田藩上塩尻村永続講の一考
察」『東北学院大学経済学論集』177号，2011年，
69～81頁。でも，飯島論文が執筆された当時
には未発見であった上塩尻村山崎忠男家文書
を用いつつ，上塩尻村永続講に関する検討を試
みている。
講に属する講の中では 2番目に結成された，直
毘講の状況について考察していきたい。
なお，本稿で直毘講を取り上げたのは，直
毘講が永続講に属する講のうち初期に結成され
た講であるため，直毘講の変遷をたどることに
より，永続講全体の状況を知るための手がかり
を得られると考えられるからである。加えて，
直毘講における金銭出入の状況や取引の内訳に
関する記載がされた「直毘講積金明細録」（藤
本蚕業歴史館蔵）が，資料として現存している
ためである。
本稿では，直毘講による積立・貸付の状況
について，主に「直毘講誓約書」（佐藤治郎兵
衛家文書）および「直毘講積金明細録」（藤本
蚕業歴史館蔵）7）を用いて概観する。その際に
は，直毘講が結成された 1842（天保 13）年から，
永続舎への合併により消滅した 1874（明治 7）
年までの状況につき，（1）直毘講が結成された
1842（天保 13）年から，日米和親条約が締結
 7）　本文書を用いた検討は，長谷部弘・高橋基泰・
山内太編『近世日本の地域社会と共同性』刀水
書房，2009年でも十分になされておらず，課
題となっている点である。なお，上塩尻村永続
講に属する講の明細帳として藤本蚕業歴史館
に現存している史料としては，「直毘講積金明
細録」の他は「永続堅盤講明細帳」「永続止信
講明細帳」がある。堅盤講と止信講はいずれも
安政年間に組織された講であり，別稿での検討
を予定している。
表 1　永続講に属する講として新結成された講数
開始年（西暦） 新結成数 開始年（西暦） 新結成数
天保 9（1838） 1 安政 6（1859） 1
天保 13（1842） 3 安政 7（1860） 4
安政 2（1855） 1 文久元（1861） 5
安政 3（1856） 5 文久 2（1862） 1
安政 4（1857） 11 文久 3（1863） 2
安政 5（1858） 1 慶応 3（1867） 1
合計 36
　1）　「永続講総目録」（佐藤治郎兵衛家文書）より作成。
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されて日本がいわゆる開国へと向かっていった
1854（嘉永 7・安政元）年までの第 1期，（2）
永続講に属する講が 17年ぶりに新たに組織さ
れた 1855（安政 2）年から，永続講に属する講
の新結成が最後になった 1867（慶応 3）年まで
の第 2期，（3）明治新政府が発足した 1868（慶
応 4・明治元）年から，直毘舎（直毘講が名称
変更した）を始めとする，永続講に属した各講
が永続舎に合舎されて消滅した 1874（明治 7）
年までの第 3期，の 3つの時期に便宜上の区分
をした上で，各期の状況について考察を試みた
い。
　第 1期から第 3期の各期の状況について考察
する前に，さしあたり直毘講の総〆金高の推移
（表 2-1～表 2-3）を概観することにしよう。直
毘講の総〆金高は，1855（安政 2）年以後に増
加していた。1859（安政 6）年の開港にともない，
横浜からの蚕種輸出が拡大する直前の時期に，
直毘講の総〆金高は増加する傾向が見られたの
である。開港前の時期も含めた，天保期以後の
蚕種取引の活発化をはじめとする市場経済化の
進展が，直毘講の拡大傾向の一因となっていた
と考えられる。1859年から 1868年までは，直
毘講の総〆金高は安定的に推移していた。その
表 2-1　直毘講総〆金高推移
年 月 西暦 両 分 朱 貫 文
天保 13 2 1842 13 1
天保 13 12 1842 114 2 226
天保 14 3 1843 167 1 1 913
天保 14 11 1843 247 2 250
天保 15 3 1844 304 1 416
天保 15 11 1844 378 3 2 458
天保 15 11 1844 395 1 576
弘化 2 3 1845 407 3 2 670
弘化 2 11 1845 415 415
弘化 3 3 1846 228 3 2 575
弘化 3 11 1846 220 3 322
弘化 4 3 1847 222 2 173
弘化 4 11 1847 232 2 2 616
嘉永元 3 1848 253 130
嘉永元 11 1848 266 1 345
嘉永 2 3 1849 286 1 2 659
嘉永 2 11 1849 293 1 133
嘉永 3 3 1850 335 2 368
嘉永 3 11 1850 365 1 2 276
嘉永 4 3 1851 386 2 2 35
嘉永 4 11 1851 403 2 767
嘉永 5 2 1852 447 3 2 484
嘉永 5 11 1852 444 463
嘉永 6 3 1853 466 1 741
嘉永 6 11 1853 498 3 2 722
嘉永 7 3 1854 517 2 35
嘉永 7 11 1854 574 1 120
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表 2-2　直毘講総〆金高推移
年 月 西暦 両 分 朱 貫 文
安政 2 3 1855 612 1 1 380
安政 2 11 1855 665 3 2 274
安政 3 3 1856 706 2 362
安政 3 11 1856 754 2 1 540
安政 4 3 1857 821 1 382
安政 4 11 1857 890 2 2 209
安政 5 3 1858 960 3 3 366
安政 5 11 1858 1,039 3 248
安政 6 3 1859 1,075 2 1 74
安政 6 11 1859 1,032 3 280
安政 7 3 1860 1,072 1 1 80
万延元 11 1860 1,039 1
文久元 3 1861 1,083 1 492
文久元 11 1861 1,057 2 1 139
文久 2 3 1862 1,115 2 2 109
文久 2 11 1862 1,085 1 89
文久 3 3 1863 1,105 2 1 301
文久 3 11 1863 1,077 3 175
元治元 3 1864 1,133 2 1 192
元治元 11 1864 1,139 1 87
元治 2 3 1865 1,203 2 346
元治 2 11 1865 1,146 2 17
慶応 2 3 1866 1,229 2 395
慶応 2 11 1866 1,205 3 2 318
慶応 3 3 1867 1,261 2 178
慶応 3 11 1867 1,229 2 3 140
慶応 4 3 1868 1,340 1 1 127
明治元 11 1868 1,335 131
表 2-3　直毘講総〆金高推移
年 月 西暦 両 分 朱 貫 文
明治 2 3 1869 1,405 3 3 391
明治 2 11 1869 1,383 3 3 227
明治 3 3 1870 1,453 1 3 542
明治 3 11 1870 1,769 3 1 131
明治 4 11 1871 1,830 2 1 140
明治 5 3 1872 1,920 2 303
明治 5 11 1872 1,935 1 20
明治 6 3 1873 1,990 2 2 450
明治 6 11 1873 2,047 3 1 146
明治 7 3 1874 2,119 54 1 4
明治 7 11 1874 2,162 26 3 8
1）　「直毘講誓約書」より作成。
2）　明治 7年の単位は円・銭・厘・毛。
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要因としては，後述するように，講金の一部が
一種の配当金である「割取」という格好で，年
に 1回それぞれの講員に配分されていたからで
ある。明治年間に入ると，蚕種輸出の拡大を背
景として，直毘講の総〆金高は急激に拡大して
いったと考えられる。
　1　 直毘講の第 1期（1842（天保 13）年～
1854（嘉永 7・安政元）年）の状況
（1）　直毘講の運営規定
　本節ではまず，直毘講についての運営規定を
定めた議定について「直毘講誓約書」に基づい
て，内容の確認をしていく8）。
　講の講成員である講中が積み立てる講金取立
て（積金）は，1口分で 1年当たり金 5両となっ
ていた。1842（天保 13）年の寅年より，来る
1844（天保 15・弘化元）年の辰年までの 3年
の間は，講の構成員である講中より年々掛金を
出し合って，講に集まった金を廻し金にする。
その後，元利積立の利米が，1口分に対して米
10俵ずつの割で渡せるようになるほどまでに
講に積立金が貯まったら積立を終え，その翌年
より 1口分に対し米 10俵ずつ講中に配分する
こと，とされていた。
もし積金を始めてから，積立が終わるまでに，
講の構成員の中で生計が苦しくなって難渋して
しまい，講への掛け出し金を積み立てられなく
なった者がいた場合には，本人の希望に応じて
それまで積み立てていた金子の元金高を返金し
た上で，講の構成員である講中から除くことが
できる，とされていた。
 8）　永続講に属する他の講の議定内容について
は，前掲拙稿「備荒貯蓄と地方金融組織の形成」
で既に検討を試みている。直毘講の議定につい
ては，永続講に属する他の講の議定と共通した
面と異なった面があったが，本稿では共通点と
相違点の両面を含めて，議定の内容について検
討している。
講の加入権についての売買は，株の売買に
なってしまい，永続の頼みにならないため，決
して行ってはいけないとされ，禁止されていた。
直毘講の議定では，飢饉などの非常時に備え
た備荒貯蓄をうたっていたものの，上記のよう
な，講員の生計が苦しくなって難渋した時の除
講規定が定められていた。この点から，直毘講
が組織された際には，相互扶助的な面のみにと
どまらずに，最初から資金の積立・運用が目的
とされていたと考えられよう。
講金の世話番については，講の会合日に集金
をした時に，講員一同で入札をした上で 3人ず
つ立てること，とされていた。また，金子利分
（金利）の高下については，その時の講員全員
が相談をした上で定めること，とされていた。
講金の預りについての規定も，定められてい
た。講金の預り主よりその時の金高に相当する
引き当て（担保品）を出し，さらに講の構成員
である講中の中から保証人である請人を立て証
文を差し出すこと，とされていた。預り主が預っ
ていた金子を講に返済する際には，講日に元利
金を添えて勘定（返済）をするように，とされ
ていた。
このような講の預り金についての規定より，
直毘講に積立をしていた講員が，直毘講に担保
を入れて保証人を立てることにより，必要な時
には直毘講から資金を事実上借り入れることが
可能になっていたことが分かる。
講の会合は，毎年 2回，3月 28日と 11月 28
日の両日に実施することとされていた。講の会
席に集まった講員が食べる食事は空腹にならな
い程度で，決して美味などを用いず，あり合わ
せの野菜で済ませる事とされていた。講の会合
が開かれる当日には水風呂を立て，身を清め，
大直毘神や神直毘神などへ大御酒・大御饌・大
御燈を奉り，講中家々の永続を願い奉ることと
されていた。神々に対して家の永続を祈る事が
規定されていたのは，永続講に属する講の中で，
直毘講に特徴的であった。
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講から配分（配当）として割渡された永続米
10俵のうち，2俵は家の神事祭式ならびに先祖
霊祭の料として備え，8俵は家の老父母の会楽
料として備えることとされた。老父母が無く
なった後は，家の非常手当に備え，個人的な私
の楽しみには決して使ってはならない，とされ
ていた。
講員の日々の暮らしについての心がけとし
て，公儀様（江戸幕府）の諸法度と，御領主様
（上田藩）の御制禁の趣は，堅く守ることとさ
れていた。
さらに講員が行ってはいけない，と禁止され
ていた規定としては，博打，不義密通，おごり
がましい事や無益な金銭の使用，女郎買，妄語
謀計，大酒，強訴発願，人に損をかけ全て人に
害になる業，危うい商いや向こう知らずの事，
があった。
ある講員が悪行を行っているのを他の講員が
見聞した場合は，他の講員は悪行を行っている
講員に対して諫言をすること，とされていた。
それでも悪行を行っている講員の対応が改まら
ない場合には，その講員を講から除くこととさ
れていた。講員を講から除いても，講に積み立
てていた講金は返さないこととされていた。講
から除いた講員に老父母がいた場合には，家の
老父母の会楽料に相当する 8俵を老人に渡すこ
と，とされていた。状況によっては，1季で渡
すのではなく，不実がないような割合で世話を
して月々に渡すように，とされていた。後年に
業績の良い主人が出てきたときには，直毘講に
属する他の講員が相談をした上で，時宜を見て
相渡すこと，とされていた。
悪行を行った講員が業績を改めた場合には，
講に再び入れること，とされていた。悪行を行っ
た講員が講に戻っていない状態であった場合に
は，たとえ悪行を行って除講された講員が老衰
して難儀をしていたとしても，決して永続米を
渡してはならない，とされていた。悪行を行っ
た講員に幼少の子があった場合には，その分に
ついては他の講員が相談して養育するように計
らうこと，とされていた。
講の構成員が悪行を行った場合には，講から
除くことは勿論だが，その悪行を行った講員を
憎むあまりに，その子孫を講から除いたままに
してはいけない，とされていた。それでは永続
の頼みにならないため，とされていた。
講の構成員で潰れた者が出て，講金を取り戻
したい旨を掛け合ってきたとしても，決して戻
してはならない，とされていた。永続米 10俵
は前書に定めた通り，その家の神事・祭式・先
祖霊祭・老人小児養育のために，潰れた後に渡
すことができる，とされていた。
講の構成員はそれぞれ家業を大切に相勤め，
質素第一にし，奢りがましいことは毛頭ないよ
うに実意を以て世話をし，家名永続するように
専一にするように，とされていた，
以上のような除講規定や講員の普段の生活に
関する心構えの定めより，直毘講は講を結成し
た個々の講員だけにとどまるのではない，講員
の属する家の継承を前提とした，長期継続的積
立組織であったことがうかがえる。講員の属す
る家の当主が代替わりをした際には，相続人が
名前を書き，印を押すこととされていたからも，
この点をうかがう事ができる。
さらに以上の議定の内容については，後年の
子々孫々に至るまで，破ってはいけない，と定
められていた。
講の永続を目指すために，遺言書がそれぞれ
の講員により，議定書に記載されていた。遺言
書では，子孫が悪行を起こした場合には講から
除いても良い旨と，講金が永続するように頼む
旨が記載されていた。
以上見てきたように，直毘講が結成された際
の議定は，永続講に属する他の講と共通する面
が多かった。建前として家の永続をうたってい
るのは，家の存続を妨げる恐れのあった，天保
の飢饉を経験した直後の状況を反映していたと
考えられる。
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また，直毘講の設立当初には，上田藩からの
設立の許可を得ておらず，自生的な面が強かっ
たことが注目される。この点は，後述するよう
に上田藩から講の存在が認められるようになっ
た第 2期（永続講に属する講が 17年ぶりに新
たに組織された 1855（安政 2）年から，永続講
に属する講の新結成が最後になった 1867（慶
応 3）年までの時期）とは異なる状況であった。
それでは次に，「直毘講積金明細録」で，講
の会合が開かれる会日当日についての規定につ
いて，見てみることにしよう。
年に 2回開かれる講の会合のときに，講員が
食べる食事の献立については，1842（天保 13）
年時点の当初の規定では，以下のように定めら
れていた。
御神酒は 2升，鉢はひたしもの，膳は皿が大
根おろし，汁はすりいも，平（浅く平たい椀で
ある平椀の略で，煮物の事か─注筆者），飯と
なっていた。年に 2回開かれる講会の際の会主
は，毎回講員が名順で交代をして勤めることと
されていた。
また，1849（嘉永 2）年時点の規定では，講
の会合時に賄として会席賄として講員が食べる
食事の献立は，以下のように定められていた。
（史料 1）
（前略）
一　会席賄之事
　御神酒　弐舛
　御供肴　田作壱舛
　外に鉢　ひたし物か大根おろし　有合之品
　昼　取膳　飯　豆腐汁
　夕　同断　 飯　菜　大根牛房之内　有合ニ而
壱品
　　　　　　汁　すりいも
　外ニ大根おろし　ねき　鉢入取廻し
　 右何れも講中ニ而立働手盛ニ而可喰事（後略）
1849（嘉永 2）年時点では，講の会合日には，
講員が集まって昼と夜の 2回食事をしていた事
がうかがえる。その際には，たてまえとしては
有合せの品を食べ，ぜいたく品は食べないよう
に，定められていた9）。
直毘講の会日は毎年 3月 28日と 11月 28日
の年 2回であったが，講員は四ツ時（午前 10
時前後）に出会し集合することとされていた。
事情により講日を変更する場合には，事前に相
談すること，と取り決められていた。
　本稿でも主な史料として用いている，講金の
出入が記入された「直毘講積金明細録」を大切
にし，講の会合の当日に講金の入札をした両人
が見立てて預け置くこととされていた。講金の
預り証文も同様に預け置く事とされた。当日の
勘定については，会番前後の 4人で世話をする
ことされた。講金の出入などに関する積金の管
理については，講員による相互チェックをして，
不正が行われないように定められていたのであ
る。
また，講員が講から一時的に預り金を受け取
る際の規定は，直毘講設立時の 1842（天保 13）
年時点では次の通りであった。
（史料 2）
（前略）
　講金預り證文之請書
　　講金預り一札之事
　一　金　　但通用金
 9）　原田信男『江戸の食生活』岩波現代文庫，
2009年，109頁では，「上塩尻村庄屋用事集」　
（佐藤嘉三郎家文書 I─ 1003）に基づき，1年
間の 30日ほどの定例の遊び日（労働の休み日
で，年中行事としての祭礼日）の食事内容につ
いて言及されている。同書に記載されている遊
び日の食事と，直毘講の会合日での食事を比べ
ると，直毘講の会合日での食事の場合，餅・小
豆飯・赤飯を食べていない。しかし，有り合わ
せの品にしては品数が多い。この事から，講員
が集まっての会合時の食事には，楽しみとして
の一面もあったものと考えられる。
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　右之通直毘講金慥ニ受取預り置申候処実正ニ
御座候。然ル上ハ来何之何月何日相定之利足相
添急度返済可仕候。万一差滞候ハハ差引当私持
地，何々差出し置請人方江引請金子調達仕，当
日無差支急度返納可致候。其節聊異乱申間鋪候。
為後日預り一札仍而如件。
　年号月日　預り主　誰印
　　　　　　請人　誰印
　御連衆中
　覚　（後略）
　預り金を受け取った講員は，期日までに元本
に利息分を添えて返済する。万一期日までに講
への返済ができず滞ってしまった場合には，預
り金を受け取った講員は請人（保証人）に引当
てとして自らの土地を差出して請人より資金を
借りて調達した上で，元本に利息分を添えて講
に返納する事とされた。
　また，講金入札高割（講員が講金を「預る」
時の利率）については，1849（嘉永 2）年の時
点では，以下の通りに定められていた。預け金
という格好で，講員が講から事実上の金銭の貸
付を受ける際には，入札が行われ，高い利率を
提示した者が優先的に講金を落札することとさ
れていた。このような入札についての規定から
みて，直毘講に積立をした講員にとって，講が
組織された当初から，必要時に直毘講からの資
金調達を受けられるメリットがあったことが判
明する。さらに，預り金の年利率は 1番が
5%・2番が 2.5%・3番が 1.5%・4番が 0.7%・
5番が 0.3%で，それぞれ設定されていた。こ
の預り金の利率は後述するように，講員でない
者に直毘講が貸付をする際の通常の利率より
も，低利に設定されていたのである。
（2）　直毘講の講員
　それでは次に，直毘講の講員について見てみ
ることにしよう（表 3-1・表 3-2）。直毘講の講
員は，上塩尻村在住者が中心であったが，他村
在住者も含まれていた。栗林村在住の小林清吉，
本海野村在住の佐藤群蔵が，講員となっていた
のである。また上塩尻村在住者については，佐
藤家のみならず，清水家・馬場家・滝澤家・山
崎家・春原家の各家も，百姓身分でありながら
蚕種取引・蚕種販売に関わった同族として，知
られる存在であった。
永続講に属する講としては，そもそもは佐
藤家だけで結成された永続七つ講改め千代廼藤
葛講が 1839（天保 9）年に最初に組織されてい
た。1842（天保 13）年に永続講に属する講と
して直毘講・信友講・三夜講が組織されてから
は，佐藤家以外の者も講員となるのが一般的と
なっていった10）。
10）　永続講に属する直毘講以外の他の講の状況
表 3-1　直毘講の講員
（1842（天保 13）年設立時）
人名 村名
佐藤八郎右衛門 上塩尻村
佐藤治郎兵衛 上塩尻村
佐藤平作 上塩尻村
佐藤国次郎 上塩尻村
佐藤安兵衛 上塩尻村
佐藤半弥 上塩尻村
佐藤嘉内 上塩尻村
佐藤柴三郎 上塩尻村
佐藤群蔵 本海野村
清水幸助 上塩尻村
清水喜惣次 上塩尻村
清水長左衛門 上塩尻村
清水銀右衛門 上塩尻村
清水善助 上塩尻村
馬場忠兵衛 上塩尻村
馬場源蔵 上塩尻村
滝澤金右衛門 上塩尻村
山崎和吉 上塩尻村
春原周吉 上塩尻村
小林清吉 栗林村
1）　「直毘講誓約書」より作成。
2）　 佐藤半弥の居住村名については，「直毘講積
金明細録」による。
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上塩尻村において永続講が組織される以前
に，既に上塩尻村在住者のみにとどまらない金
融講が組織され，上塩尻村を超えた範囲での金
融取引関係があった11）。このような金融取引関
については，別稿での検討を予定している。な
お永続講に属する講の中で，一族講は佐藤家同
族の者のみで結成されていたが，これは佐藤家
同族の者のみで結成されていた千代廼藤葛講
と並んで，例外的であった。
11）　この点は，大口勇次郎「商品生産の展開と
農村構造の変質」『日本経済史体系 4　近世下』
東京大学出版会，1965年で指摘されている。
また，文政年間には頼母子講一件があり講によ
係や蚕種業の展開が前提となり，直毘講が結成
される事になったと考えられる。上塩尻村での
蚕種取引に関わっていた人々は，期限が来たら
満期解散となる通常の講よりも便利な，長期継
続的な積立講の設立をめざしたと言えよう。永
続講に属する直毘講を組織する際には，天保飢
饉時における「家の永続」のためには継続的な
積立が必要である，という論理が建前として用
いられたと考えられる。そして建前として掲げ
られていたこの論理は，家との関わりが日々の
生活に強い影響を及ぼしていた近世農村社会に
生きていた，講員たちに受け入れられうる内容
であったと思われる。
講員は，相続・改名の際には直毘講に対し
て届をすることになっていた（表 4）。個々の
講員が加入している格好であったが，家を相続
した者による講員の継続加入を保持し，講を維
持・継続するためであった。講員は個人で自由
に加入しているというより，家の当主として直
毘講に加入していたのである。
1844（天保 15）年 11月には佐藤半弥の生計
が苦しくなり身上不如意となったため，除講と
なり，これまで直毘講に積み立てていた額に相
当する 12両 2分の掛け出し金は，佐藤半弥本
人に返済された。代わりに，栗林村在住の小林
庭之助が講員の人数を維持するためとして，佐
藤半弥がこれまで積み立てていた 3ヶ年分の掛
出し金額に相当する 12両 2分を直毘講に積立
てて，直毘講に新たに加入した。先述したよう
に，直毘講の議定では相互扶助により，講員の
属する家の永続をうたっていた。しかしながら，
る集金が困難になったことが，上塩尻村山崎忠
男家文書より確認できる。拙稿「馬場家の家計
と蚕種取引」『比較家族史研究』30号，2015
年度，82～84頁でも馬場四家文書を用いつつ，
上塩尻村において 18世紀半ばから金融講が展
開していたことについて，言及をしている。上
塩尻村における蚕種取引の展開と，金銭取引の
展開の実態把握については，時代をさかのぼっ
ての検討が必要である。
表 3-2　直毘講の講員
（1850（嘉永 3）年上納金差出時）
人名 村名
佐藤八郎右衛門 上塩尻村
佐藤治郎兵衛 上塩尻村
佐藤治郎八 上塩尻村
佐藤平作 上塩尻村
佐藤善右衛門 上塩尻村
佐藤三木助 上塩尻村
佐藤嘉内 上塩尻村
佐藤群蔵 本海野村
清水幸助 上塩尻村
清水喜惣次 上塩尻村
清水長左衛門 上塩尻村
清水銀右衛門 上塩尻村
清水善助 上塩尻村
馬場忠兵衛 上塩尻村
馬場源蔵 上塩尻村
滝澤金右衛門 上塩尻村
春原周吉 上塩尻村
小林清吾 栗林村
小林庭之助 栗林村
1）　「直毘講誓約書」より作成。
2）　 山崎和吉（上塩尻村）の名前が無い
ため 19名となっている。
　　 山崎和吉は 1853（嘉永 6年）に亡く
なり，息子が襲名して家督を相続し
た事が「直毘講誓約書」に記載され
ている。この事との関連で，1850年
時点で名前が資料に記載されなかっ
た可能性が考えられる。
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家の永続の論理とは異なる格好で，直毘講から
の講員の脱退・直毘講への新たな講員加入の動
きが見られたのである。直毘講自体は上塩尻村
永続講に属する長期積立講として組織されてい
たものの，小林庭之助は栗林村の在住者である
ことより，講員の居住地は上塩尻村内のみに限
定されていなかった事が確認できる。上塩尻村
内にとどまらない人的な関係を前提として，金
融組織としての直毘講が結成されていたのであ
る。
（3）　 第 1期（1842（天保 13）年～1854（嘉永 7・
安政元）年）における積立・貸付の状況
それでは次に，第 1期における積立・貸付の
状況について，概観してみることにしよう。
直毘講は，1842（天保 13）年 3月に 20人の
講員より，1人当たり 1両ずつ集金し，20両で
開始された。直毘講は発起と同時に，上塩尻村
の隣村である下塩尻村に在住し，直毘講員では
なかった銀蔵が発起した無尽に対して，7両 2
分の掛金を支払っている。直毘講は結成当初か
ら，上塩尻村の近郊で組織された，通常の金融
表 4　直毘講講員の相続 ･改名 ･加入 ･除講
年月 西暦 摘要 氏名 備考
天保 15年 3月 1844 相続改名 佐藤安兵衛→八郎右衛門 親佐藤八郎右衛門死失に付相続
天保 15年 3月 1844 相続改名 佐藤国次郎→安兵衛 佐藤八郎右衛門方へ養子に付き改名
天保 15年 3月 1845 加入 佐藤善右衛門 倅国次郎八郎右衛門方養子相続に差出しに付
き引受講入り
天保 15年 11月 1845 除講 佐藤半弥 身上不如意に付除講
天保 15年 11月 1845 加入 小林庭之助 半弥除講に相成り人数減に付き講入
弘化 4年 3月 1847 改名 佐藤治郎兵衛→治郎八
弘化 4年 3月 1847 改名 佐藤柴三郎→治郎兵衛
嘉永元年 1848 相続 佐藤三木助 安兵衛死失に付相続
嘉永 2年 10月 1849 相続 清水長三郎 清水銀右衛門死失に付相続
嘉永 6年 3月 1853 相続 山崎和吉 親和吉死失に付家督相続
嘉永 7年 11月 1854 相続 馬場源左衛門 親源蔵死失に付家督相続
安政 3年 3月 1856 改名 春原周吾→孫兵衛
安政 3年 3月 1856 相続 清水新左衛門 親長左衛門死失に付家督相続
安政 3年 3月 1856 譲受 佐藤勝蔵 兄三木助名前分譲受講入
安政 5年 3月 1856 相続 佐藤少兵衛→八郎右衛門 親八郎右衛門死失に付相続
安政 5年 3月 1856 相続 小林権之助 祖父清吾死失に付相続
安政 6年 11月 1859 相続 馬場安次 親源左衛門死失候に付相続
安政 7年 3月 1860 相続 春原五左衛門 親孫兵衛死失に付相続
安政 7年 3月 1860 改名 佐藤勝蔵→佐藤八郎右衛門
文久元年 3月 1861 改名 馬場安次→源蔵
文久 2年 3月 1862 相続 小林謙助 庭之助死去に付相続
元治 2年 3月 1865 相続 清水銀右衛門 親銀右衛門死失に付
元治 2年 3月 1865 相続 佐藤又兵衛 親郡蔵死失に付
明治 4年 11月 1871 相続 佐藤治郎兵衛 祖父治郎八死失に付代継
明治 4年 11月 1871 相続 佐藤郡蔵 親父亦兵衛死失に付代継
　　1）　「直毘講誓約書」より作成。
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講との関わりがあったことがうかがえる。
直毘講員ではない他村在住者への貸付も，直
毘講が設立された当初から行われていた（表
5-1）。直毘講が発起した年である 1842（天保
13）年 12月には，直毘講は講員 20人から 1人
当たり 4両ずつ集金しているが，同月には直毘
講員ではない鎌原村在住の田中市郎右衛門に
50両の貸金を行っている。田中市郎右衛門に
貸金を行った際の利率は年利 1割（10%）に定
められ，居屋敷が引当（抵当）とされており，
受人（保証人）は田中善右衛門と，直毘講員で
ある清水幸助の両名であった。
また，講員への「預り金」という格好を取っ
た事実上の貸付も，直毘講の設立当初から見ら
れた。天保 13年 12月には，佐藤治郎兵衛が
20両預りで利が 32匁（1842（天保 13）年時
点での公定された交換比率である金 1両＝銀
60匁で換算すると，半年で約 2.66%・1年で約
5.12%となり，先述した預り金の利率では 1番
に相当すると考えられる），清水銀右衛門が 13
両 1分預りで利が 21匁 2分（金 1両＝銀 60匁
で換算すると，半年で約 2.66%・1年で約 5.12%
となり，先述した預り金の利率では 1番に相当
すると考えられる），佐藤平作が 10両預りで利
が 16匁（金 1両＝銀 60匁で換算すると，半年
で約 2.66%・1年で約 5.12%となり，先述した
預り金の利率では 1番に相当すると考えられ
る）という形で，直毘講は出金していた。通常
の貸付金より，「預り金」という格好を取った
事実上の講員への貸付の方が，講員にとって有
利な利率に設定されていたのである。第 1期に
おいては，上塩尻村以外の他村に在住する，直
毘講員以外の者への貸付も見られたが，「預り
金」による直毘講員への事実上の貸付が，直毘
講にとっては資金運用の中心であった。
1845（弘化 2）年には，上田町原町に居住す
る水野重助の持地であった，房山村分八幡前の
水車を質流として一カ所引き受けるために，出
金がなされた12）。水車を引き受ける際には，直
毘講の講中（講の構成員）より 205両，佐藤善
右衛門より 205両を出金した13）。1845（弘化 2）
年 11月時点で，講としての総積金額が 415両
であった当時の直毘講にとっては，これは大き
な金額の出金であった。翌 1846（弘化 3）年に
は，水車の家賃として 7両が講に入金された。
これ以後，第 3期の 1870（明治 3）年まで，継
続的に水車家賃の入金があり，直毘講は水車家
賃分の金を積み立てていた。明治期の 1873年
になって地租改正が実施される以前の江戸時代
においては，百姓の没落防止を狙いとした田畑
永代売買の禁令が 1643（寛保 20）年に出され
ていた関係で，不動産売買の取引を裏付ける法
的な根拠が無かった。金融組織である講が主体
となって水車を所有することも，幕藩法では裏
付けられていなかったのである。しかしながら，
直毘講は水車を引き受けて，水車からの家賃収
入を得ていた。直毘講を取引主体とする，事実
上の不動産売買に相当する状況が見られたので
ある。
　1850（嘉永 3）年 2月に直毘講は上田藩主に
対して，将来上納金を差し出す旨を申し出た。
そして，上納金を差し出す旨について，直毘講
は上田藩からの許可を得た14）。先述のように，
直毘講は土地を引当（抵当）にした貸付を行う，
長期継続型の金融組織であった。直毘講は結成
された当初から，上田藩からの許可を受けてい
たのではなく，当初は講員相互の信頼関係を背
景に組織されていた。1850年時点で，上田藩
からの許可を得たことにより，直毘講の存在が
藩から公認されたのである。藩財政が苦しかっ
た上田藩にとっても，直毘講からの上納金を将
来得られることが確約されるのは，藩としてメ
リットがあった。また，直毘講にとっては，金
融組織としての継続がより確実になった事を意
12）　「直毘講誓約書」。
13）　「直毘講積金明細録」。
14）　「直毘講誓約書」。
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味していた。先述したように，1643（寛永 20）
年の田畑永代売買の禁令以後，たてまえとして
は土地の売買は禁止され，土地の売買を法的に
裏付ける根拠が無かった。直毘講は土地を引当
（抵当）にして貸付を行っていたが，引当となっ
た土地を，直毘講が維持できる法的根拠は無
かったのである。このような状況であったため，
1850年時点で上田藩からの許可を得て，直毘
講の存続が藩に公認され，引当（抵当）として
の不動産を講が維持する事が黙認されたのは，
直毘講にとっても大きな意味を持っていたと言
えよう。
　2　 直毘講の第 2期（1855（安政 2）年～
1868（明治元）年）の状況
（1）　 第 2期（1855（安政 2）年～1868（明治元）
年）における積立・貸付の状況
安政年間（1854～1860年）に入ると，直毘
講の取引額と年賦貸口数が増加してきた。先述
のように安政年間は，永続講に属する講が新た
に多数設立され，永続講全体として見たときに，
変化が生じた時期であった。既に概観したよう
に，安政年間には，永続講に属する講の 1つで
あった直毘講では，総〆金高の増額傾向を示し
ていたのである（表 2-2）。
1855（安政 2）年時点では，直毘講による講
員への預り金が行われていた。「直毘講積金明
細録」の記載によると，安政 2年 11月 28日時
点の預り金は，佐藤次郎八預り 20両（利 1分
3朱 185文），佐藤平作預り 10両（利 3朱 300文），
佐藤八郎右衛門預り 7両（利 2朱 256文），清
水銀右衛門預り 5両，清水善助預り 3両 1分 1
朱 218文（利 9両 1分 2朱 79文）となっていた。
前年の 1854（安政元）年 11月の状況（表 5-2）
に比べて，預り金の金額は減少傾向を示してい
る事が注目される。
直毘講員に対する預りは，第 2期においては
嘉永年間まで見られた。安政 7年 3月 28日時
点では，佐藤治郎八への預り金として 108両 3
分 1朱 80文（利 9両 1分 2朱 79文）が記録さ
れている。また，預り金ではないが，1861（文
久元）年 11月 28日時点では，佐藤治郎八の引
受で直毘講より 39両 3分 1朱を借りている。
しかしながら，先に見た第 1期とは異なり，
直毘講による資金の貸付は，講員への預り金が
中心ではなくなってきていた。第 2期の特徴と
しては，直毘講の講員ではない，他村在住者へ
の貸付が増えたことが挙げられる。その背景と
しては，上塩尻村のみに止まらず，上塩尻村の
周辺村でも，蚕種取引をはじめとする商品取引
が活発化していたことが考えられる。
1859（安政 6）年の幕末開港直前の時期に当
たる 1855（安政 2）年 3月には，直毘講による
貸付先として，小県郡中曽根村萩原平左衛門へ
の金 100両（年 7両 2分ずつ 2回，10年かけ
て返済，150両が地代金）と，松代中町柏屋藤
左衛門への金 100両（年 7両 2分ずつ 2回，10
年かけて返済，150両が地代金）が記載されて
いる。直毘講による貸付者の居住地は，上塩尻
村も含めて，小県郡上田藩領内が中心であった。
しかし直毘講による貸付としては，小県郡上田
藩領内に止まらず，他郡である埴科郡松代藩領
松代中町に在住した者への，不動産を引当（抵
当）にした事例も見られたのである。
安政 2年 11月には貸付先として，小県郡下
之条村按吉への金 30両（10年賦 2両 1分 2回
50両），馬越村駒太郎への金 60両（4両 2分），
上塩尻村林之助への金 50両（内 3両 2分），入
田沢村庄左衛門への金 100両（7両 2分）が新
たに登場していた。
表 5-3は，安政 5年 11月時点の入出金の内
訳を示している。表 1で既に示したように，
1859（安政 6）年の自由貿易開始直前に相当す
る安政 3年～4年にかけて，永続講に属する講
が多数作られるようになったが，この前後の時
期に，直毘講による資金運用のあり方にも変化
が見られたのである。安政 5年 11月現在には，
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講員 20人が 1人当たり 2両で 40両の積金をし
ていた。水車の家賃としては，7両が入ってき
ており，直毘講に積み立てられていた。直毘講
が貸付をした者の在住した村名は，安政 5年
11月時点では記載されておらず，確認は困難
であるが，直毘講の講員になっていない者が多
かった。直毘講員による預り金の記載金額が
減ってきて，直毘講の講員以外の者への貸付が
中心になってきたのである。また，永続講に属
する直毘講は，同じく永続講に属する信友講へ
の貸付を 15両 1分行っていた15）。
15）　永続講に属する各講の講員数は，最初に佐
藤家の同族のみ 7名で組織された千代廼藤葛
講を除いて，藩からの許可を得て，それぞれの
講で 20人前後となっていた。後述のように，
1874（明治 7）年に永続講に属する各講（舎）
は合舎する事となるが，このような永続講に属
直毘講による上田藩への上納は安政 5年から
始まったが，この時の上納金は半年分で 2両で
あった。第 1期の 1850（嘉永 3）年時点で既に
申し出ていたが，直毘講は上田藩に対し，上納
金を 1口分納めることになった。その代わりに，
直毘講は上田藩からの存続許可を得ることに
なった。先述したように，直毘講は天保 13
（1838）年の設立直後に講員全員によって議定
を定めていたものの，ただちに上田藩から講を
存続できる許可を得たのではなかった。安政 5
年になって上田藩への上納を実際に行い始めた
事により，上田藩から講存続の許可を得て，不
動産引当による長期継続の貸付を行う長期継続
的な積立講としての持続を，より確実なものに
する講同士での資金貸借が存在していた事が，
後の合舎（合併）につながった可能性が考えら
れる。
表 5-1　直毘講の第 1期（1842（天保 13）年～1854（安政元）年）における貸付・預り等の状況（その 1）
　　　（1842（天保 13）年 12月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 厘 毛 文
13 1 天保 13年 3月〆高
80 1人前 4両宛集金
　（貸付・預り等の内訳）
50 鎌原村田中市郎右衛門へ貸金
1 2 2 2 5 鎌原村田中市郎右衛門へ貸金利足
20 佐藤治郎兵衛預り
2 222 佐藤治郎兵衛預り利足
13 1 清水銀右衛門預り
2 689 清水銀右衛門預り利足
10 佐藤平作預り
1 111 佐藤平作預り利足
30 下塩尻村銀蔵無尽二番会預り
8 2 5 内 3口半掛金
2 内会料
20 3 2 2 3 7 引残金佐藤治郎兵衛預り
33 4 佐藤治郎兵衛預り利足
21 1 2 607 元利〆
　　1）　「直毘講積金明細録」より作成。
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したのである。さらに，安政 5年以後は講員に
よる講金の積立を打ち切り，資金の預り・貸付
で講金を廻していく格好になった。直毘講の資
金増加が，資金の預り・貸付によって目指され
る事となったのである。
安政 6年 11月の時点では，直毘講員に対し
て，1年分で 1人 4両の「割取」がなされていた。
直毘講の講員は，これまで積み立てた資金を直
毘講から自由に引き出すことはできなかった。
講員は割取という格好で，積立金に応じて一種
の配当金に相当する割取 4両を，年 1回受け取
ることが，安政 6年以後にできるようになった
のである。さらに，「割取」1人分と同じ金額
である 4両を，年に 1回上田藩に対して「御上
納」していた。
それでは次に，第 2期中の後期に相当する，
1867（慶応 3）年 11月現在の内訳を見てみる
事にしよう（表 5-4）。
文書に記載がない場合もあるのだが，「下塩
尻　母袋忠助」や「下紺屋町　清助」「仁古田　
宇左衛門」のように，貸付者の居住していた町
村名が記載されている事例も一部見られる16）。
上田町の町方に居住していた者も見られるが，
上塩尻村近傍の小県郡に属する村に在住してい
た者への貸付が多かった。直毘講に属さない者
への貸付が，この時期の直毘講の資金運用の中
心となっていたと考えられる。講員にとっては，
16）　「直毘講積金明細録」で名前の横に記載され
ている数字は，当初の貸付金額総額であったと
考えられる。金額として記載されているのは，
直毘講に既に返済された分を差し引いた，貸付
の残額分であった可能性がある。
表 5-2　直毘講の第 1期（1842（天保 13）年～1854（安政元）年）における貸付・預り等の状況（その 2）
　（1854（嘉永 7・安政元）年 11月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 文
540 1 120 貸金元利〆高
5 3 水車家賃内取
20 当会 20人寄金
1 御上納 1口分 19人より出金　
但 1人前 326文ずつ
　（貸付・預り等の内訳）
195 佐藤次郎八預り
4 2 3 佐藤次郎八預り利足
90 佐藤平作預り
2 6 佐藤平作預り利足
50 佐藤八郎右衛門預り
1 2 2 5 佐藤八郎右衛門預り利足
30 清水銀右衛門預り
2 2 4 5 清水銀右衛門預り利足
24 513 清水善助預り
2 3 6 清水善助預り利足
115 小林清吾田地金
2 2 2 305 小林清吾田地金利足
70 清水幸助質金
　　1）　「直毘講積金明細録」より作成。
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新規の積立金を出さずとも，これまでの積立に
対応して「割取」という格好で毎年 4両の配当
金を講から受け取っていた。預り金という格好
での事実上の低利貸付よりも，「割取」という
格好で，一種の配当金を毎年 4両ずつ継続的に
受け取れる事が，慶応 3年時点で直毘講に加入
していた講員にとっては，講に加入するメリッ
トになっていたと言えよう。
表 5-3　直毘講の第 2期（1855（安政 2）年～1868（明治元）年）における貸付・預り等の状況（その 1）
　（1858（安政 5）年 11月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 文
960 3 3 366 安政 5年 3月〆高
85 3 306 年賦金 18口　預ヶ金利足共
40 当会 20人積金
2 御上納分　拾九人出金
7 水車家賃内取
1,095 3 248 〆金合計
－56 内金　年賦貸拾八口元金取入引
1,039 3 248 引〆
　（貸付・預り等の内訳）
20 幸助
21 清六　高 30両
42 駒太郎　高 60両
35 林之助　高 50両
70 庄右衛門　高 70両
65 平左衛門　高 100両
65 藤左衛門　高 100両
11 1 平右衛門　高 15両
52 2 徳右衛門　高 70両
37 2 市右衛門　高 50両
40 伝左衛門　高 50両
127 2 利右衛門　高 150両
72 金五郎　高 80両
90 権右衛門　高 100両
18 藤三郎　高 20両
47 2 忠助　高 90両
33 1 権右衛門　高 35両
28 2 茂兵衛　高 30両
28 2 群蔵　高 30両
100 春原孫兵衛　年賦貸
20 治右衛門　年賦貸
15 1 信友講へ来ル未三月迄貸
248 清水善助ニ預リ
1 山崎和吉より預り　右来ル三月迄信友講へ貸
　　1）　「直毘講積金明細録」より作成。
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表 5-4　 直毘講の第 2 期（1855（安政 2）年～
1868（明治元）年）における貸付・預り
等の状況（その 2）
（1867（慶応 3）年 11月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 文
　（貸付・預り等の内訳）
3 忠助
7 2 権右衛門
1 2 藤三郎
3 3 忠助
2 2 2 茂兵衛
2 1 郡蔵
7 2 孫之丞
1 2 金右衛門
2 1 善之丞
2 1 忠左衛門
2 1 久左衛門
3 3 彦七
2 2 2 権右衛門
1 2 清助
7 2 庫之助
1 2 仲次
2 1 万吉
4 2 曽右衛門
3 3 伝十
3 忠作
15 利右衛門
2 1 浅蔵
1 3 2 勇蔵
3 良太
3 穀次郎
1 2 甚左衛門
3 3 忠蔵
3 善之丞
1 2 吉兵衛
9 利兵衛
3 3 善次郎
1 2 長兵衛
7 2 八郎右衛門
1 3 2 卯兵衛
1 2 金三郎
2 1 彦右衛門
2 2 3 健五郎
1 3 2 金十
3 安五郎
3 彦次郎
1 2 休蔵
2 1 宅之右衛門
3 勘弥
4 2 武兵衛
1 2 喜作
3 3 清太郎
5 1 覚之丞
3 3 儀兵衛
6 宇左衛門
157 2 3 〆
32 1 2 八郎右衛門元利
54 小兵衛元利
108 茂三郎元利
8 3 横尾彦次郎
31 1 9 藤本元利
19 3 3 182 庄之助
3 1 3 89 吉兵衛
－1 1 会料
－1 1 1 176 入用
412 3 3 110 差引
2 2 下塩尻　母袋忠助　50
1 3 下塩尻　沓掛権右衛門　35
1 2 踏入　茂兵衛　30
1 2 海野　佐藤郡蔵　30
10 春原孫兵衛　100
2 滝沢金右衛門　20
4 2 大屋　善兵衛　30
4 2 上田原　忠左衛門　30
4 2 清水久左衛門　30
7 2 諏訪形　彦七　50
4 下紺屋町　清助　20
30 新町　庫之助　100
4 2 下之条　仲次　15
9 下之条　万吉　30
21 中之条　曽右衛門　60
4 1 2 紺屋町　伝十　12両 2分
14 忠作　40
80 常田　新井利右衛門　200
13 2 諏訪形　浅蔵　30
11 1 諏訪形　勇吉　20
4 2 下之条　良太　10
4 2 下之条　穀次郎　10
9 下之条　甚左衛門　20
25 鍛冶町　寺？嶋忠蔵　50
5 山田　善之丞　10
10 瓦張　吉之丞　10
66 瓦張　米倉利兵衛　66
30 瓦張　西沢善次郎　30
12 大屋　長兵衛　20
65 手塚　山極八郎右衛門　100
16 1 上原　卯兵衛　25
9 3 上原　金三郎　15
19 2 上原　彦右衛門　30
24 2 あらや　健五郎　35
17 2 下原　金十　25
28 紺屋町　山岸安五郎　40
11 1 横関　伴蔵　15
22 2 横関　宅之右衛門　30
30 上紺屋町　勘弥　40
45 柳沢　坂田武兵衛　60
16 神畑　喜作　20
40 中原　清太郎　50
59 2 仁古田　覚之丞　70
42 2 仁古田　儀兵衛　50
72 仁古田　宇左衛門　80
917 2 1,932両 2分　〆
1,313 2 1 140 合金
－4 御上納
－80 講中割取
1,229 2 1 140 引改
2 1 踏入　茂兵衛　皆済
27 1 3 512 嶋屋庄之助　林栄左衛門　かし
1 3 2 瓦張　吉兵衛
4 2 柳沢　坂田武兵衛
50 原小兵衛
50 上武石　利右衛門　七年賦貸
150 下之丞　堀内真一郎　七年賦貸
50 仁古田　幸吉　七年賦貸
2 2 2 420 藤本分かり
200 常田村　新八　引受新井甚左衛門　七
年賦貸
95 同人　辰三月迄預り
105 新井理右衛門皆済
　1）　「直毘講積金明細録」より作成。
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　3　 直毘講の第 3期（1869（明治 2）年～
1874（明治 7）年）の状況
（1）　 第 3期（1869（明治 2）年～1874（明治 7）
年）における積立・貸付の状況
　幕末維新期においては，上塩尻村などの上田
地方は，横浜を経由しての蚕種の輸出拡大にと
もない，活況を呈するようになった17）。また新
たに発足した明治政府によって，欧米列強を手
本にしつつ，殖産興業政策が行われた。近世幕
藩制社会とは異なった，資本主義的な商品生産
や商品取引に適合した諸制度が，明治政府に
よって新たに導入されることになったのであ
る。このような市場経済化の展開や，新たな諸
制度の導入が，直毘講の状況にも影響を及ぼし
たと考えられる。これらの点を念頭に置きつつ，
本節では直毘講の第 3期の状況について見てみ
る事にしたい。
1871（明治 4）年には新貨条例が公布され，
通貨単位は金貨の両・分・朱が廃され，円・銭・
厘の 10進法が新たに採用されることとなった。
しかし直毘講の場合，「直毘講積金明細録」に
おいて「円」の呼称が登場するのは，1873（明
治 6）年になってからであった。直毘講におけ
る帳面上での金額記載の切り替えは，新貨条例
の公布によってただちに実現したのではなく，
しばらく時間がかかったのである。
また 1872（明治 5）年に田畑永代売買の解禁
がされ，翌 1873（明治 6）年には地租改正条例
が公布された事により，江戸時代とは異なる格
好で，不動産売買の自由化が進められた。この
事は，不動産を引当（抵当）として貸付を行っ
ていた直毘講にとって，不動産担保貸付を法的
に公認され，長期継続的な金融組織として貸付
17）　幕末維新期の上田地方における蚕種業の輸
出拡大の状況については，例えば『上田市誌近
現代編（2）蚕都上田の栄光』2003年，69～86
頁参照。
をやりやすくなったと考えられる18）。
第 3期になっても，直毘講員による，直毘講
からの預りが見られた19）。例えば，1873（明治 6）
年 3月 28日には，23両 3朱 600文を佐藤治郎
兵衛が直毘講から預かっている。同じく明治 6
年 3月 28日には，277円 9銭 5厘 2毛を佐藤
治郎兵衛が直毘講から預かっている。翌明治 7
年 3月 28日には，250円（利 20円）を佐藤治
郎兵衛が「一季取り返しの内」ということで直
毘講から預かっている。明治 7年 11月 28日に
は，250円（利 20円）を佐藤治郎兵衛が「一
季取返しの内」ということで預かっている。
しかし，このような「預り金」という格好で
の，直毘講による講員への事実上の貸付は，す
でに見た第 2期での状況と同様に，直毘講によ
る資金運用の中心ではなくなっていた。直毘講
による資金運用は，やはり他村在住者に対する
貸付が中心になっていたのである。
それではまず，第 3期のうちで前期に当たる，
1869（明治 2）年 11月 28日の状況について見
てみよう（表 5-5）。
「直毘講積金明細録」に記載されている項目
が判然としない点もあるが，貸付の口数は 39
口となっていた。第 1期・第 2期でも見られた
が，水車家賃分として 7両 2朱 223文が計上さ
れていた20）。貸付先が判明する事例の居住地と
しては，上塩尻村の原小兵衛への貸付 45両も
18）　地租改正が直毘講にどのような影響を及ぼ
したかについては，「直毘講積金明細録」から
は直接確認することができないが，金融組織と
しての運営をやりやすくなった事が考えられ
る。この点についての検討は，今後の課題とし
て残されている。
19）　以下の「預り」の金額は，「直毘講積金明細録」
による。
20）　なお，1873（明治 6）年に地租改正条例が公
布される以前の 1870（明治 3）年 3月に，直
毘講は第 1期の 1845（弘化 2）年に水野重助
より引き受けた房山村八幡前水車を譲渡し，講
として 338両 3分 2朱 520文の代金を得ている。
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表 5-5　 直毘講の第 3 期（1869（明治 2）年～
1874（明治 7）年）における貸付・預り等
の状況（その 1）
（1869（明治 2）年 11月現在の内訳）
金額 項目
両 分 朱 貫 文
　（貸付・預り等の内訳）
7 2 庫之助
1 2 仲次
2 1 万吉
2 2 曽左衛門
3 忠作
1 3 2 勇吉
3 良太
3 穀次郎
1 2 甚左衛門
3 3 忠蔵
3 善之丞
1 2 吉之丞
9 利兵衛
3 3 善次郎
1 2 長兵衛
7 2 八郎右衛門
1 3 2 卯兵衛
1 2 金三郎
2 2 2 健五郎
3 安五郎
1 2 伴蔵
2 1 □右衛門
3 勘弥
4 2 武兵衛
1 2 喜作
3 3 清太郎
5 1 覚之丞
3 3 儀兵衛
6 宇左衛門
15 真一郎
5 利右衛門
5 幸吉
20 甚左衛門
10 彦七
3 2 彦右衛門
5 小兵衛
1 2 角之丞
2 廉蔵
10 丈右衛門
169 3 〆
49 1 3 363 庫之助元利
7 2 239 吉兵衛元利
30 2 3 572 利兵衛元利
20 144 武兵衛元利
2 3 1 224 健五郎元利
4 3 1 326 治郎八元利
50 弥平次元金
7 2 223 水車分
172 1 2 2 103 〆
1 1 会料
4 廻金入用
337 1 227 差引〆
10 西新町　庫之助　100
1 2 下之条　仲次　15
3 下之条　万吉　30
9 中之条　曽右衛門　60
6 紺屋町　忠作　40
6 1 諏訪方　祐蔵　25
2 2 下之条　良太　10
2 2 下之条　穀次郎　10
5 下之条　甚左衛門　20
15 鍛冶町　前沢忠蔵　50
3 山田　善之丞　10
6 瓦張　吉兵衛　20
42 瓦張　米倉利兵衛　120
20 西根　西原善次郎　50
8 大屋　長兵衛　20
45 手塚　山極八郎右衛門　100
11 1 上原　卯兵衛　25
6 3 上原　金三郎　15
17 2 新屋　健？五郎　35
20 紺屋町　山岸安五郎　40
8 1 横尾　健蔵　15
16 2 横尾　亀？右衛門　30
22 紺屋町　勘弥　40
33 柳沢　坂田茂兵衛　60
12 神畑　喜作　20
30 中原　清太郎　50
45 2 仁古田　角之丞　70
32 2 仁古田　儀兵衛　50
56 仁古田　卯左衛門　80
112 2 奈良本　堀内真一郎　150
37 2 上武石　利右衛門　50
37 2 仁古田　幸吉　50
150 海野町　新井甚左衛門　200
100 諏訪方　今井彦七　100
28 3 2 上原　彦右衛門　35
45 上塩尻　原小兵衛　50
13 2 下塩尻　角兵衛　15
36 吉田　廉蔵　36
95 日向小泉　清水丈右衛門　100
1,134 1 2 2,000　〆　39口
1,471 1 3 227 合
－4 御上納
－80 講中割取
1,387 1 3 227 引改
4 弥平治利足取
96 3 3 363 庫之助
9 239 瓦張　吉兵衛
39 2 3 572 利兵衛
5 142 柳沢　武兵衛
2 2 2 新屋　健？五郎
7 3 500 鍛冶町　忠蔵
1 2 大屋　長兵衛
1 3 2 中之丞　卯兵衛
3 3 清太郎
4 仁古田　卯左衛門
132 2 1 581 〆
60 小牧村　在作　七年賦かし
20 鈴子　清三郎　七年賦貸
20 村　弥兵衛
24 3 518 治郎兵衛預ケ
　1）　「直毘講積金明細録」より作成。
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表 5-6　 直毘講の第 3 期（1869（明治 2）年～
1874（明治 7）年）における貸付・預り等
の状況（その 2）
（1874（明治 7）年 11月現在の内訳）
金額 項目
円 銭 厘 毛
　（貸付・預り等の内訳）
2 84 5 健五郎
3 要五郎
1 12 5 健蔵
2 25 宅右衛門
1 50 喜作
3 75 清太郎
5 25 覚之丞
3 75 儀兵衛
6 宇左衛門
15 真一郎
5 利右衛門
5 幸吉
20 甚左衛門
5 小兵衛
4 廉蔵
1 50 角兵衛
10 丈右衛門
6 在作改名　吉右衛門
2 清三郎
19 善太郎　重蔵
10 彦一郎
2 清十
0 50 宅右衛門
4 卯左衛門
3 清太郎
3 庄吉
10 彦七
2 在作事吉右衛門
12 甚左衛門
6 武兵衛
2 吉兵衛
10 六三郎
6 50 弥兵衛
192 75 〆
465 64 5 6 滞
37 25 1 6 滞利
6 76 6 坂田茂兵衛　滞かし
14 13 2 5 柳沢六一郎　滞かし
20 今井彦七
325 清水市郎左衛門
150 滝沢正七
250 佐藤治郎兵衛
8 2 舎長預り
1,327 84 7 6 〆
75 横尾　伝蔵　15
1 50 横尾　宅右衛門　30
2 神畑　喜作　20
5 中原　清太郎　5
10 50 仁古田　覚之丞　70
7 50 仁古田　儀兵衛　80
16 仁古田　卯左衛門　80
7 50 上塩尻　原小兵衛　50
6 吉田　廉蔵　40
2 25 下塩尻　角兵衛　15
22 50 日向小泉　清水丈右衛門　100
15 小牧　在作改吉右衛門　60
6 鈴子　清三郎　20
71 25 紺屋町　高尾善五郎　金澤十蔵　
190
52 50 上塩尻　北沢彦一郎
10 50 上本入　清十　20
3 37 5 横尾　宅右衛門　5
27 仁古田　卯左衛門　40
22 5 中原　清太郎　30
24 75 上田町鍛冶町　前沢庄吉　30
90 諏訪部　今井彦七　100
18 小牧　在作事吉右衛門　100
99 上田町海野町　新井甚左衛門　
120
57 柳沢　坂田茂兵衛　60
19 瓦張　佐藤吉兵衛　20
95 ？柳沢六一郎　100
61 75 上塩尻　滝沢源兵衛　65
高　1,500
757 12 5 〆
2,277 72 2 6 総括
－28 85 8 8 入費
－6 上納
－120 舎中割取
2,122 86 3 8 引〆
－106 14 3 1 内上納当分
2,016 72 7 引而
100 83 6 8 弐十人割　壱人分
　1）　「直毘講積金明細録」より作成。
─　　─90（　　）222
見られるが，上塩尻村の周辺に位置する，上田
藩領の村，および上田城下の町方に在住してい
た者が多い。
直毘講の講員に対しては，1人当たり 4両が
割取（配当）として分配されていた。
次に，第 3期中の後期に当たる，1874年（明
治 7）年 11月の状況について見てみよう（表
5-6）。貸付先が判明する事例の居住地としては，
横尾村，神畑村，中原村，仁古田村などのよう
に，上塩尻村の周辺に位置する，上田藩領の村，
および上田城下の町方に在住していた者が多
かった。一方，滞貸が計上されており，直毘講
としては貸付金の一部を順調に回収できていな
かった事例があった点も注目される。
1874年には，永続講に属する直毘講（直毘舎）
は，永続講に属する他の講と同様に，永続舎に
合舎（合併）することになった。合併時の処理
は，以下の通りであった。総〆高より上納分を
引いた残額である 2,016円 72銭 7厘を 20人で
割った 100円 83銭 6厘 8毛を株金として，各
講員に分配したのである。これにより，直毘講
（直毘舎）の講員は，永続舎の株主ということ
になった。
直毘講も含まれる，永続講に属する各講が
1874（明治 7）年に合舎して設立された永続舎
は，銀行券の発行権を持たない私立銀行として
1880（明治 13）年に設立され，大正 9（1920）
年まで存続した，塩尻銀行の前身となってい
た21）。直毘講も属していた永続講が，講員全員
に資金が行きわたった時点で解散となる通常の
満期解散講ではなく，長期継続的な積立・資金
運用を行う金融組織であったことが，私立銀行
21）　1872（明治 5）年には国立銀行条例が公布さ
れたが，この時点で営業を行った国立銀行は 4
行にとどまった。その後，1876（明治 9）年に
は国立銀行条例が改正され，上田町では第十九
国立銀行が設立された。1880年に上塩尻村に
おいて塩尻銀行が設立された際の初期の状況
については，今後解明されるべき課題である。
への転身を容易にしていた一面があったと言え
よう。近代日本金融史研究においては，私立銀
行は 1876年以降に多数設立された事が指摘さ
れている。本稿で取り上げた信濃国小県郡上塩
尻村の場合，私立銀行の前身となる長期継続的
な金融組織が 1840年代には形成されていたの
であり，近世地域金融と近代地域金融の関連性
を考える上で，注目すべき事例であると言えよ
う22）。
　むすびにかえて
本稿では，永続講に属する講のうち，初期に
結成された直毘講の成立から，合舎による消滅
までの状況について，主に「直毘講誓約書」（佐
藤治郎兵衛家文書）および「直毘講積金明細録」
（藤本蚕業歴史館蔵）を主な手がかりとして，
概観してきた。
直毘講は，上塩尻村で組織された通常の満期
解散講とは異なる，長期継続的な金銭積立組織，
積立講であった。直毘講の議定では「家の永続」
をうたいながら，講員への預け金に関する規定
が定められていたことからもうかがえるよう
に，当初から講員による資金積立・および講員
への資金提供を狙いの一つとして設立されてい
た。上塩尻村における蚕種取引の活発化にとも
なう資金需要の拡大を背景として，長期継続的
な金融組織として，直毘講が形成され，資金運
用が行われていたと考えられる。
直毘講には，上塩尻村在住者のみならず，栗
林村の小林清吉のように，当初から他村在住者
が講員として加わっていた。上塩尻村内のみに
22）　この点は，前掲飯島論文でも，小県郡の私
立銀行・銀行類似会社と講との関連につき指摘
がされている点である。本稿は，永続講に属す
る個別講である直毘講の長期的な資金積立・運
用の状況に注目しつつ，近世講と近代銀行類似
会社・私立銀行との関連性を探っている点で，
実証の深化を試みたものである。
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限定されない人的関係を前提として，金融組織
が結成されていたのである。また，直毘講は当
初，下塩尻村銀蔵無尽への掛金出金を行ってお
り，通常の金融講との関わりが見られた。
直毘講の資金運用としては，第 1期（1842（天
保 13）年～1854（嘉永 7・安政元）年）におい
ては，講員への事実上の低利での貸付に相当す
る「預り」が中心であった。これに対して，第
2期（1855（安政 2）年～1867（慶応 3）年）
においては，上塩尻村に止まらず小県郡に在住
する講員以外の者への貸付が，直毘講にとって
資金運用の中心となっていった。1859（安政 6）
年の自由貿易開始直前の時期に，直毘講による
資金運用のあり方に変化が見られたのである。
直毘講の講員にとっては，「講中割取」という
格好で一種の配当金を受け取るのが，第 2期以
降には直毘講に加入している主なメリットと
なっていた。また，上田藩から講としての存続
の許可を得て，不動産引当（抵当）による長期
継続の貸付を行う長期継続的な積立講としての
存続を，直毘講はより確実にした。1858（安政
5）年以降は講員による直毘講への講金の積立
を打ち切り，資金の「預り」・貸付によって，
直毘講としての資金増加が目指されることと
なった。
　第 3期（1869（明治 2）年～1874（明治 7）年）
においても，直毘講員に対する講員の「預り」
が一部見られたものの，講員以外の者への貸付
が，直毘講による資金運用の中心となっていた。
貸付先の居住地としては，上塩尻村の周辺に位
置する，上田藩領の村，および上田城下の町方
に在住していた者が多かった。1874（明治 7）
年には，直毘講（直毘舎）は，永続舎として合
舎することになった。永続舎は 1880年には塩
尻銀行になっており，1840年代に設立された
長期継続的な金融組織である永続講は，私立銀
行である塩尻銀行の前身になっていたのであ
る。
本稿では永続講に属する講のうち，直毘講に
ついての検討にとどまっており，永続講の全体
像に関する検討は，いまだ不十分である。永続
講の全体的な状況を把握するためには，直毘講
以外の永続講に属した講についても，検討を進
めていかなければならない。加えて，永続講全
体については，蚕種業の展開との関連や，銀行
との関連についての分析も必要とされる。この
ように永続講の実態に関する検討について，残
された問題は多いが，以上の諸点の考察につい
ては，今後の課題としたい。
追記 : 本稿は，科学研究費基盤研究（C）「近
世末・近代日本における共同性と地域金融」（研
究課題番号 26380448）による研究成果の一部
である。
